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２０１５年５月１７日に長崎県佐世保市俵ヶ浦町亀

子島（E１２９．４０．３３ N３３．０７．４７）で葉の広いネ

ムノキが有るのに気付いた．蕾は沢山付いてお

り，形はネムノキに似ていた．後日株数を調査

した結果，幼木を含め２２株（最大の株は胸高直

径３０�）が生育していた．念のために亀子島の
周辺も探したが見つけられなかった．

６月１３日には８分咲きとなったので，６月１５

日に中西弘樹長崎大学名誉教授に調査に同行し

て頂いた．その結果ヒロハネムであることがわ

かった．

表１はネムノキ属の部位の比較を行ったもの

である．但し，ネムノキと亀子島産ネムノキ属

以外の小葉は「日本の野生植物，木本�（平凡
社 １９９９年）」による．

図１～図５に亀子島，葉，腺点，果実，花を

掲載した．

「日本の野生植物，木本�（平凡社 １９９９年）」

によると国内での分布は熊本県天草・鹿児島県

甑島に希と有る．

なお，熊本県では絶滅危惧�A類（CR）に

選定されており，苓北町（分布北限）と天草市

（旧牛深市）の２カ所で生育が確認されている．

生育個体数は２０個体ほどと少なく，また一部は

人為的な影響を受けやすい場所に生育している

ため，今後注意が必要であるとされている．

鹿児島県大島郡喜界島町では町指定の天然記

１）〒８５９‐６４０５ 長崎県佐世保市世知原町開作４２７‐５

表１ ネムノキ属部位の比較
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念物に指定されている．
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